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　野田小学校（高橋啓司校長・児童生徒206人）の入学式
は４月７日に行われました。
　ピカピカのランドセルと黄色い帽子をかぶった新一年生
は、希望に満ちた笑顔で新しい生活をスタートさせました。



平成22年度の施政方針を述べる小田祐士野田村長

■
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
を
め

ざ
し
て

高
齢
者
福
祉　

老
人
ク
ラ
ブ
育

成
事
業
や
お
休
み
処
、
地
区
公

民
館
を
活
用
し
た
サ
ロ
ン
事
業

な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
、
健

康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
共

通
の
趣
味
を
通
じ
た
活
動
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
ま
す
。

　

月
２
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
用
品
の
支
給
を
引
き
続
き

実
施
し
、
緊
急
通
報
装
置
の
設

置
と
地
域
情
報
通
信
基
盤
を
活

　

３
月
５
日
か
ら
行
わ
れ
た
村
議
会
３
月
定
例
会
の
初
日
、
小
田
祐
士
村

長
が
平
成
22
年
度
の
村
政
の
方
向
を
定
め
る
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
田
村
長
は
「
豊
か
な
自
然
と
活
力
に
み
ち
た
住
民
が
主
役
の
む
ら
」

に
向
け
、
六
つ
の
主
要
施
策
を
基
本
と
す
る
村
政
運
営
の
所
信
を
力
強
く

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

用
し
、
高
齢
者
世
帯
の
安
心
安

全
な
生
活
を
促
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
重
度
心
身
障
害
者

な
ど
の
要
援
護
者
に
つ
い
て
、

保
健
師
な
ど
の
家
庭
訪
問
に
よ

る
状
況
確
認
や
高
齢
者
の
安
否

確
認
を
継
続
し
、
災
害
時
の
避

難
支
援
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

介
護
施
設
へ
の
入
所
待
機
者

の
解
消
を
は
か
る
た
め
、
施
設

整
備
を
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
た
め
独
立
し

て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ

る
人
た
ち
に
対
し
、
生
活
支
援

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
安
心
し
て
健

康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
、
介
護
予
防
事
業

の
推
進
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
暮
ら
し
の
相
談
、
高
齢
者
虐

待
防
止
の
た
め
の
見
守
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ヘ
ル
パ
ー
研
修

講
座
の
開
催
に
よ
る
福
祉
人
材

の
養
成
な
ど
、
要
援
護
高
齢
者

と
家
族
の
福
祉
向
上
や
自
立
を

支
援
し
ま
す
。

児
童
福
祉　

子
育
て
の
身
体
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村
民
の
目
線
に
立
ち
、

結
い
と
協
働
に
よ
る

む
ら
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
環
境
を
進
め
る
た

め
、
第
３
子
以
上
を
出
産
さ
れ

た
人
に
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
を
引

き
続
き
支
給
し
、
児
童
手
当
や

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
も
制
度

に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

　

延
長
保
育
や
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
村
単
独
に
よ
る

障
害
児
保
育
、
乳
児
保
育
の
特

別
保
育
を
積
極
的
に
進
め
、
乳

児
保
育
料
無
料
化
な
ど
３
歳
未

満
児
の
保
育
料
の
軽
減
策
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

平
成
22
年
度　
施
政
方
針
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ま
た
、
城
内
、
新
山
、
玉
川

地
区
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
こ
れ
ま

で
ど
お
り
設
置
し
、
児
童
の
健

全
育
成
を
図
り
ま
す
。

母
子
福
祉　

中
学
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
を
充
実

さ
せ
、
妊
娠
中
の
母
体
と
胎
児

の
出
産
に
向
け
、
健
康
管
理
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
不
妊
治
療
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

保
健
衛
生　

40
歳
以
上
74
歳
未

満
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
そ
の
被
扶
養
者
を
対
象
と

し
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
や
健
康
管
理
デ
ー
タ
バ

ン
ク
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
、

村
民
の
健
康
管
理
、
指
導
の
強

化
に
努
め
ま
す
。
Ｊ
Ａ
新
い
わ

て
が
実
施
し
て
い
る
人
間
ド
ッ

ク
の
利
用
者
に
引
き
続
き
助
成

し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
努
め
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
加
え
、

新
た
に
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
、

Ｈ
ｉ
ｂ
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
に
助
成
し
、
疾

病
の
重
病
化
防
止
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

高
齢

者
に
配
慮
し
な
が
ら
、
制
度
に

沿
っ
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

地
域
医
療　

村
内
の
診
療
所
と

歯
科
診
療
所
、
久
慈
保
健
所
、

県
立
久
慈
病
院
並
び
に
久
慈
医

師
会
を
通
じ
、
久
慈
市
内
な
ど

の
医
療
機
関
と
と
も
に
地
域
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
魅
力
あ
る
生
活
基
盤
の
創

造
を
め
ざ
し
て

治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全
対
策

　

前
浜
地
区
防
潮
堤
災
害
復
旧

事
業
は
平
成
21
年
度
を
も
っ
て

完
成
し
ま
し
た
。
北
側
の
既
存

部
分
の
嵩
上
げ
の
た
め
の
調
査

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

台
風
、
豪
雨
な
ど
の
洪
水
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
明
内
川

下
流
域
の
改
修
と
泉
沢
川
へ
の

河
川
放
水
路
建
設
の
早
期
着
工
、

米
田
地
区
海
岸
の
海
岸
浸
食
対

策
を
国
や
県
に
対
し
引
き
続
き

要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
明
内
川
下
流
域
の
旭

町
地
区
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
が
改
修
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通　

経
年
劣
化
が
著
し

い
村
営
バ
ス
を
更
新
し
、
自
由

乗
降
制
度
や
乗
車
使
用
料
の
ワ

ン
コ
イ
ン
制
を
継
続
し
、
村
営

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
は
、
マ
イ
レ
ー
ル

意
識
の
高
揚
な
ど
に
よ
る
利
用

促
進
に
努
め
ま
す
。

住
宅　

老
朽
化
し
て
い
る
村
営

旭
町
住
宅
は
、
本
年
度
は
設
計

業
務
を
実
施
し
、
複
数
年
度
で

建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
の
村
営
住
宅
も
含
め
、
適
正

管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
に
助
成

す
る
こ
と
で
、
耐
震
化
に
努
め

ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事
業

は
、
引
き
続
き
実
施
し
、
村
民

の
居
住
環
境
の
改
善
と
村
内
の

商
工
業
な
ど
の
振
興
に
努
め
ま

す
。

下
水
道　

中
平
地
区
の
一
部
に

つ
い
て
、
公
共
下
水
道
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

　

個
別
処
理
区
域
は
、
浄
化
槽

設
置
を
促
進
し
ま
す
。

村
道　

新
山
広
内
線
の
改
良
に

着
手
し
ま
す
。
城
内
二
又
線
と

舘
公
園
線
の
改
良
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

国
・
県
道　

国
道
45
号
の
銭
神

橋
の
拡
幅
工
事
に
着
手
し
、
本

年
夏
ご
ろ
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

主
要
地
方
道
野
田
山
形
線
上

明
内
・
大
葛
間
の
一
部
未
改
良

部
分
の
整
備
、
安
家
玉
川
線
の

拡
幅
と
改
良
整
備
、
野
田
長
内

線
の
越
波
対
策
な
ど
と
高
規
格

幹
線
道
路
の
八
戸
・
久
慈
自
動

車
道
お
よ
び
三
陸
北
縦
貫
道
路

の
早
期
着
工
を
国
・
県
に
対
し

強
く
要
望
し
ま
す
。

地
域
情
報
化　

平
成
23
年
７
月

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
、

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消

な
ど
村
民
の
生
活
に
か
か
わ
る

情
報
通
信
の
良
好
な
通
信
環
境

の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
回
線
に
よ
る
超

高
速
通
信
網
を
整
備
し
、
全
世

帯
に
告
知
端
末
を
設
置
す
る
こ

と
で
快
適
で
便
利
な
生
活
の
実

現
に
努
め
ま
す
。
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■
快
適
な
環
境
と
安
全
で
住

み
よ
い
む
ら
を
め
ざ
し
て

環
境
衛
生　

啓
発
活
動
を
さ
ら

に
強
化
し
、
資
源
ご
み
集
積
施

設
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
利

用
拡
大
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
普
及

促
進
な
ど
、
ご
み
排
出
量
の
減

量
化
と
分
別
収
集
の
徹
底
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を

め
ざ
し
ま
す
。
特
に
、
生
ご
み

の
減
量
化
は
、
久
慈
・
二
戸
地

区
ご
み
処
理
広
域
化
に
向
け
、

専
任
部
署
に
お
い
て
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
防
災　

避
難
対
象
地
区

住
民
な
ど
を
対
象
と
し
た
地

震
・
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
や

防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
に
努
め

ま
す
。

消
防
団　

団
員
の
各
種
訓
練
な

ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、

さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
な
ど
を

図
り
ま
す
。
消
防
支
援
団
員
制

度
を
運
用
し
て
、
消
防
団
の
活

性
化
に
努
め
ま
す
。

消
防
施
設　

第
２
分
団
第
２
部

に
待
機
場
所
を
備
え
た
屯
所
を

整
備
し
、
久
慈
消
防
署
野
田
分

署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
し
て
、
消
防
団
の
活
動
基
盤

の
整
備
と
救
急
医
療
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
よ
り
取

り
組
ん
で
い
る
旭
町
地
区
の
自

主
防
災
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
住
民
に
よ
る
自
助
・
共

助
体
制
の
整
備
を
他
の
地
区
に

広
げ
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
対
策　

保
育

所
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
お
け

る
交
通
安
全
教
室
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
も

含
め
た
、
安
全
注
意
の
喚
起
、

街
頭
で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
お
よ
び
街
路
灯
、
道
路
標

識
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
点

検
を
行
い
、
交
通
安
全
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

■
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

生
涯
学
習
の
推
進
を
め
ざ
し

て学
校
教
育　

個
人
の
能
力
、
適

性
に
応
じ
た
教
育
や
環
境
の
整

備
を
図
り
、「
知
育
」「
徳
育
」「
体

育
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
た

野
田
っ
子
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　

一
村
一
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
小
中
連
携
教
育
を
さ
ら

に
進
め
、
開
か
れ
た
学
校
、
特

色
あ
る
学
校
、
信
頼
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

高
校
教
育　

久
慈
工
業
高
校
の

定
員
確
保
を
め
ざ
し
、「
久
慈

工
業
高
等
学
校
を
守
り
育
て
る

会
」
と
連
携
し
、
副
食
の
提
供

や
三
陸
鉄
道
の
利
用
を
支
援
し

ま
す
。

生
涯
学
習　

村
民
の
学
習
意
欲

の
高
ま
り
に
対
応
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
あ
ら
ゆ
る
時
期
に
学

習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ　

そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
な
ど

の
目
的
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み
、
打
ち

込
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
努

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
国
民
体

育
大
会
軟
式
野
球
競
技
の
本
村

で
の
招
致
を
目
指
し
、
関
係
市

町
村
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

芸
術
文
化　

野
田
村
芸
術
文
化

協
会
と
と
も
に
団
体
の
育
成
・

支
援
を
図
り
、
心
の
豊
か
さ
、

安
ら
ぎ
、
潤
い
を
感
じ
る
場
を

提
供
す
る
な
ど
、
村
民
の
文
化

に
対
す
る
意
識
を
た
か
め
ま
す
。

■
地
域
活
力
を
創
造
す
る
産

業
の
展
開
を
め
ざ
し
て

起
業
化
支
援
事
業　

第
１
次
産

業
お
よ
び
商
工
業
の
分
野
で
起

業
し
よ
う
と
す
る
人
へ
の
助
成

を
新
た
に
始
め
、
起
業
お
よ
び

新
規
分
野
へ
の
参
入
を
支
援
し

ま
す
。

農
業
の
担
い
手
対
策　

新
規
就

農
者
支
援
対
策
事
業
を
創
設
し
、

新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
を

推
進
し
ま
す
。

水
田
農
業　

飼
料
用
米
の
作
付

け
を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
、

生
産
流
通
体
制
の
整
備
や
調
査

に
取
り
組
み
ま
す
。

野
菜
・
花
き
類　

ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
導
入
や
連

作
障
害
を
回
避
す
る
た
め
の
土

壌
消
毒
資
材
購
入
費
に
助
成
し
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ま
す
。

　

ま
た
、
広
内
地
区
畑
地
か
ん

が
い
施
設
改
修
費
へ
の
助
成
を

行
う
ほ
か
、
菌
床
し
い
た
け
の

生
産
安
定
を
図
る
た
め
、
生
産

資
材
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
ン
ド
ウ
や
小
菊

な
ど
の
生
産
拡
大
を
支
援
す
る

た
め
、
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
・
農
村
生
活
環

境
の
整
備　

自
然
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
、
農
業
集
落
道
を
整

備
し
ま
す
。

　

広
く
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
農

業
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

村
民
農
園
を
開
設
し
ま
す
。

畜
産　

農
業
経
営
基
盤
強
化
資

金
へ
の
利
子
補
給
を
行
う
ほ
か
、

引
き
続
き
、
肉
豚
価
格
差
補
て

ん
お
よ
び
ブ
ロ
イ
ラ
ー
価
格
安

定
対
策
に
助
成
し
、
飼
育
農
家

の
経
営
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

林
業　

し
い
た
け
は
、
種
こ
ま

購
入
費
に
助
成
し
、
そ
の
生
産

拡
大
と
品
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
生
動
物
か
ら
農
作

物
な
ど
を
守
る
た
め
、
新
た
に

ソ
ー
ラ
ー
式
電
気
柵
を
貸
し
出

し
ま
す
。

水
産
業　

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産

を
緊
急
に
拡
大
す
る
た
め
、
規

模
拡
大
に
係
る
養
殖
用
ネ
ッ
ト

な
ど
の
購
入
費
を
助
成
し
、
引

き
続
き
ホ
タ
テ
小
型
貝
の
流
通

の
た
め
貝
毒
検
査
費
用
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ラ

メ
稚
魚
放
流
の
経
費
を
助
成
し
、

漁
家
の
経
営
安
定
を
支
援
し
ま

す
。

漁
港　

漁
港
機
能
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
、
野
田
漁
港
は
、

南
防
波
堤
の
嵩
上
げ
に
よ
る
港

内
静
穏
度
の
確
保
な
ど
計
画
的

な
整
備
を
県
に
要
望
し
ま
す
。

玉
川
漁
港
は
、
中
央
防
波
堤
の

撤
去
お
よ
び
突
堤
の
改
良
整
備

を
進
め
ま
す
。

商
工
業　

野
田
村
商
工
会
の
事

業
な
ど
へ
の
支
援
を
引
き
続
き

行
い
、
経
営
改
善
普
及
事
業
や

ま
ち
な
か
美
化
推
進
事
業
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
野
田
村
中

小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
枠
を

2.5
倍
に
拡
大
し
、
商
工
業
者
の

経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

観
光　

久
慈
広
域
観
光
協
議
会

と
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
る
と

と
も
に
、
野
田
村
観
光
協
会
な

ど
関
係
団
体
と
体
験
・
交
流
型

観
光
の
ツ
ア
ー
造
成
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
の
だ
砂
ま
つ
り
」
や

「
観
光
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
大
胆
に

見
直
し
、
本
村
な
ら
で
は
の
観

光
資
源
と
し
て
魅
力
向
上
を
図

り
ま
す
。　
　
　
　

雇
用
対
策　

緊
急
雇
用
創
出
事

業
や
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

交
付
金
に
よ
り
、
就
業
機
会
の

創
出
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

出
稼
ぎ
労
働
者
対
策　

出
稼
ぎ

労
働
者
就
労
懇
談
会
を
開
催
し
、

就
労
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
健
康
診
断
を
実
施
す

る
な
ど
、
就
労
者
の
援
護
対
策

に
努
め
ま
す
。

　

就
労
者
が
高
度
な
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
技
能
訓
練
、

資
格
取
得
な
ど
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
久
慈
、

久
慈
労
務
者
協
会
と
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

■
住
民
と
行
政
の
連
携
に
よ

る
計
画
の
推
進
を
め
ざ
し
て

む
ら
づ
く
り　

21
世
紀
む
ら
づ

く
り
委
員
会
の
活
性
化
や
野
田

村
む
ら
づ
く
り
運
動
推
進
協
議

会
な
ど
地
域
づ
く
り
団
体
と
と

も
に
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を

強
力
に
展
開
し
ま
す
。

野
田
村
総
合
計
画　

今
年
度
は
、

野
田
村
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
の
策
定
年
と
な
り
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
が
充

分
反
映
さ
れ
た
計
画
に
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画　

野
田
村
男
女

共
同
参
画
推
進
協
議
会
と
と
も

に
、
今
後
も
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
定
課
題
対
策
課　

多
様
化
す

る
行
政
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
特
定
課
題
に

対
応
す
る
課
を
設
置
し
て
、
重

要
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

迅
速
確
実
な
窓
口
業
務　

戸
籍

事
務
の
電
算
化
シ
ス
テ
ム
を
充

実
さ
せ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。



6平成22（2010）年４月号　№445　広報のだ

　歳入　村に入るお金（歳入）はその性質によって
自主財源と依存財源に分けられます。自主財源は、
村税や村の施設の使用料・手数料など村が独自に集
めることができるものです。依存財源は、適切に地
方自治が運営できるように国が、自治体に国税の一
定割合を交付する地方交付税や、国・県などからの
補助金、そして村の借金に当たる村債などです。
　村税など自主財源の総額は４億384万円で全体の
15.2％、国や県などから交付される補助金などの依
存財源の総額は22億6708万円、84.8％で歳入の大
部分を依存財源が占めています。

予算予算26億円億円予算予算26億円億円予算26億円

一般会計
■総務費
・村営バス整備事業　　　　　　　　　　　 1704万円
■民生費
・医療費助成事業　　　　　　　　　　　　 2949万円
・介護員養成研修　　　　　　　　　　　　　160万円
・常設保育所運営事業　　　　　　　　 1億3084万円
■農林水産業費
・いわて希望農業担い手応援事業費補助　　　515万円
・林道整備事業　　　　　　　　　　　　　 3453万円
・ホタテ貝養殖漁業増産対策事業費補助金　　 847万円
・玉川漁港地域水産物供給基盤整備事業　　 9011万円
・新規需要米調査実証事業　　　　　　　　　 48万円
・新規就農者支援対策事業費補助金　　　　　 186万円
■商工費
・起業化支援事業費補助金　　　　　　　　　 200万円
・イメージキャラクター作成事業　　　　　　 69万円
■土木費
・城内二又線改良舗装事業　　　　　　　　 8000万円
・松川線側溝改修事業　　　　　　　　　　　 300万円
■消防費　
・２分団屯所新築事業　　　　　　　　　　 1640万円
■衛生費
・特定不妊治療費助成補助金　　　　　　　　 50万円
・肺炎球菌予防接種事業　　　　　　　　　　 150万円
・Hibワクチン接種事業　　　　　　　　　　 150万円
・子宮頸がんワクチン接種事業　　　　　　　 180万円
・自殺対策強化推進事業　　　　　　　　　　 114万円

主な事業を紹介します
　歳出　目的別に歳出を見ると、保育所運営や医療
費助成など住民福祉の向上に使われる民生費が昨年
と比べて7.4％増の６億1745万円で、予算総額の
23.1％を占めています。次いで村営バスの購入や
役場庁舎などの管理のための総務費が1.7％増の４
億1888万円（15.7％）となっています。
　新規事業の主なものは、不妊治療費の助成や、肺
炎球菌・Hib・子宮頸がんの予防接種事業などです。
また、ホタテ貝養殖や新規就農者などに対する支援
事業も始まり、産業振興を目指します。

村民ひとりあたりでは、
○予算額　　　　　　　54万6873円
○村　税　　　　　　　 6万　248円
○借金（村債）残高　　61万1023円
※数値は一般会計、人口は4,884人(平成22年3月31日現在)で計算

840万円
２億1923万円公 共 下 水 道

4810万円

80万円 △46.67
3470万円

６億4800万円
老　人　保　健
国 民 健 康 保 険

漁 業 集 落 排 水

26億7093万円

後期高齢者医療
農 業 集 落 排 水

8.67

△0.07簡　易　水　道

8.00

△2.62

△36.63
5.15

8561万円
△6.96国　民　宿　舎 １億1867万円

前年比(％)22年度予算
△6.39　　一　般　会　計

区　　　　　分

特
別
会
計

各会計の予算額

　平成22年度の予算が村議会３月定例会で決まりま
した。一般会計予算の予算額は26億7093万円で、昨
年度に比べ１億8247万円、6.4％の減額となりました。
　ここでは、わたしたちの生活に最も身近な一般会計
予算のあらましを紹介します。

（太字は新規事業）

自主財源
  （15.2％）

依存財源
（84.8％）

村税
2億9425万円

（11.0％）

繰入金
1023万円
（0.4％）

その他　
9936万円
（3.7％）

地方交付税
14億8000万円

（55.4％）

県支出金
2億4547万円

（9.2％）

村債
2億3750万円

（8.9％）

国庫支出金
2億2761万円

（8.5％）

その他
7650万円
（2.8％）

歳出
26億7093万円

農林水産業費
3億740万円

（11.5％）  　

公債費
3億4009万円

（12.7％）

民生費
6億1745万円

（23.1％）総務費
4億1888万円

（15.7％）

土木費
2億4149万円

（9.0％）

教育費
2億2594万円

（8.5％）

衛生費
2億1279万円

（8.0％）

消防費
1億7698万円

（6.6％）

商工費
7662万円
（2.9％）

議会費
4725万円
（1.8％）

その他
500万円
（0.2％）

平成2平成22年度年度平成22年度

※１万円未満の端数は四捨五入で処理しています

歳入
26億7093万円



施設のあらまし施設のあらまし
場所：野田村野田22-44-6
　　　（特別養護老人ホームことぶき荘に隣接）
建物：木造平家建　延床面積492㎡　
居室：個室10（トイレ、台所、ベッド、収納、
　　　インターホン備付）
　　　※浴室、洗濯場は共同
防火設備：スプリンクラー、自動通報装置など

利
用
で
き
る
人

　

入
居
の
対
象
は
、
見
守
り
が

必
要
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な

ど
で
、
家
族
な
ど
か
ら
の
援
助

が
受
け
ら
れ
な
い
人
で
す
。
退

院
後
、
自
宅
生
活
に
不
安
が
あ

る
場
合
に
、
短
期
間
で
の
利
用

も
で
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
（
炊
事
、
掃
除
、

洗
濯
な
ど
）
が
お
お
む
ね
自
立

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

援
助
員
の
見
守
り
や
援
助
を
受

け
て
生
活
し
ま
す
。
施
設
内
で

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
も
で

　

村
消
防
団
（
弐
又
文
雄
団
長
、

団
員
１
９
２
人
）
は
３
月
５
日
、

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
の
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
平

成
21
年
度
消
防
庁
長
官
定
例
表

彰
式
で
、
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
と
し
て
表
彰
旗

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
弐
又
団
長

と
中
村
清
紀
副
団
長
が

出
席
。
河
野
栄
消
防
庁

長
官
か
ら
弐
又
団
長
に

表
彰
旗
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

消
防
庁
長
官
表
彰
旗

は
、
防
火
の
普
及
な
ど
、

そ
の
成
績
が
特
に
優
秀

で
、
か
つ
他
の
模
範
と

な
る
消
防
機
関
に
対
し

て
授
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

村
消
防
団
は
、
昭
和

22
年
５
月
に
発
足
し
て

以
来
、
火
災
や
災
害
な

ど
に
よ
る
消
火
活
動
や

救
援
・
救
護
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
昭
和
58
年
４
月

に
発
生
し
た
久
慈
大
火
に
お
け

る
昼
夜
を
問
わ
な
い
消
火
活
動

や
、
平
成
18
年
11
月
の
玉
川
地

区
住
家
・
非
住
家
火
災
。
平
成

20
年
７
月
の
沿
岸
北
部
地
震
で

は
、
発
生
時
間
が
午
前
０
時
26

分
ご
ろ
で
野
田
村
は
最
大
震
度

６
弱
を
観
測
。
集
落
間
の
道
路

へ
の
落
石
な
ど
に
夜
を
徹
し
た

作
業
が
続
き
、
迅
速
な
避
難
誘

導
活
動
な
ど
が
、
高
い
評
価
を

受
け
て
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

弐
又
団
長
は
同
日
、
消
防
庁

長
官
か
ら
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
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章
し
て
い
ま
す
。

　

弐
又
団
長
は
３
月
11
日
、
野

田
村
役
場
で
小
田
祐
士
野
田
村

長
を
訪
れ
、
受
章
を
報
告
し
ま

し
た
。
小
田
村
長
は
「
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
大
変
喜
ば
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
住
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

た
た
え
ま
し
た
。

　

弐
又
団
長
は
「
表
彰

旗
の
受
章
は
、
消
防
団

に
と
っ
て
誠
に
光
栄
で

す
。
こ
れ
は
現
役
の
み

な
ら
ず
、
団
発
足
当
時

か
ら
携
わ
っ
た
す
べ
て

の
団
員
の
活
躍
や
関
係

機
関
の
お
か
げ
。
引
き

続
き
無
火
災
記
録
を
継

続
し
、
災
害
の
少
な
い

安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
今
後
も

村
民
の
た
め
に
、
消
防

団
が
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

受
章
祝
賀
会
は
３
月
17
日
、

国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
で
盛
大
に

開
か
れ
、
同
消
防
団
の
分
団
長

ら
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。

き
ま
す
。

施
設
の
使
用
料

　

使
用
（
入
居
）
料
は
収
入
の

状
況
に
応
じ
て
月
額
無
料
か
ら

５
万
円
。
水
道
光
熱
費
の
実
費

相
当
分
と
し
て
月
額
１
万
円
程

度
か
か
り
ま
す
。

利
用
の
決
定

　

介
護
・
福
祉
関
係
者
の
意
見

を
聞
い
て
、
村
長
が
決
定
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課☎

78
・
2
9
2
7　

村 消 防 団 に 栄 光村 消 防 団 に 栄 光村 消 防 団 に 栄 光
消防庁長官表彰旗を受章消防庁長官表彰旗を受章消防庁長官表彰旗を受章

共
同
住
宅
で
安
心　

　
　
　
　
　

野
田
村
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
が
完
成



どの新入生も立派な態度で入学式に臨みました
身も心も飛躍的に大きくなります

期待に胸を膨らませる子どもたち
これから楽しい学校生活が始まります

緊張の面持ちの新入生
将来を方向づける大切な時期を迎えます
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新しい学び舎でスタート
村内学校入学式

　村内の小・中・高校入学式は、6・7日にかけて各
校で行われ、会場では真新しい制服や洋服に身を包
んだ児童や生徒たちが緊張した面持ちながらも胸を
張り、目を輝かせて式に臨みました。

野田小学校
　小さな体に、真新しいランドセルを背負ったピカ
ピカの一年生25人の野田小学校入学式は７日、同校
体育館で行われました。
　高橋啓司校長は「あいさつ、勉強、元気に遊ぶこ
とが大事です」と式辞を述べました。
　小田村長は「交通ルールを守り、大きな声であい
さつして、元気で学校に来てください」と歓迎しま
した。

野田中学校
　真新しい制服に身を包み、希望に満ちた新一年生
51人の野田中学校入学式は６日、同校体育館で行わ
れました。
　三船俊光校長は「小学校で身に付けた力は大事な
ものです。自分自身やみんなの想いを大事にして、
通じ合えば幸せな学校生活ができます」と式辞を述
べました。
　小田村長は「一日一日を大切にし、勉学・スポー
ツなどに励み、将来に向けての基礎と体力を身に付
けてください」と祝辞を述べました。

久慈工業高校
　自らの意思で選んだ新しい道へ、一歩踏み出した
新入生76人の久慈工業高校入学式は７日、同校体育
館で行われました。
　遠藤敏夫校長は「本校は創立30周年を迎え、記念
行事が予定されているほか、野田村の協力を得て給
食が導入されるなど、今後の活躍が期待されています。
夢実現に向けて切磋琢磨し、成長することを期待し
ます」と式辞を述べました。
　小田村長(代理)は「何事に対しても明確な目標を
持ち、それを達成することで確実にステップアップ
できます。この繰り返しで毎日の学校生活を充実し
たものにできます」と祝辞を述べました。



小田祐士村長(左)から目録などを贈呈された
坂上千枝さ

ん、星野美幸さ
ん、三上達也さ

ん

認定者：中野信一(港)、大澤英一(下明内)、平清水幸広(上
明内)、小野寺忠孝(下明内)、明内永一(同)、小野寺信子
(同)、田中巡六(広内)、新田勝行(下安家)、辻鼻久(下泉沢)

東大野潤一久慈地方振興局長(右)から認定証を
手渡された米田榮行さ

ん(代理)

新たな担い手として小田村長(左)から認定書を
交付された三浦敬一さ

ん
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新たな農業担い手に期待
村初の新規就農者に支援

　新規就農者認定書交付式は３月15日、村役場で行
われ、間明地区の三浦敬一さ

ん(41)が初めて認定され
ました。
　式で、小田村長は「責任を持ち先駆的な新規就農
者としての取り組みを期待します」と激励し、三浦さ

ん

へ認定書を手渡しました。
　三浦さんは神奈川県横浜市出身。2008年９月に野
田村に移住。現在は、母と２人暮らしです。
　支援は、３年を限度に月額10万円の就農奨励金な
どが受けられます。

化学肥料や農薬の少ない農業を
持続性の高い農業方式に10人が認定

　持続性の高い農業生産方式導入に関する計画の認
定証交付式は３月10日、ＪＡ新いわて久慈営農経済セ
ンターで開かれました。
　たい肥などによる土づくりと化学肥料や農薬の低
減を一体で行う環境保全型農業に取り組む農業者と
して管内の農産物生産者26人を認定しました。
　本村からは、米田榮行さ

ん(62＝上泉沢)ら10人が本
村初の認定者に選ばれ、東大野潤一久慈地方振興局
長から認定証を手渡されました。
　米田さんを除く本村の認定者は左のとおりです。（敬称略）

明るく楽しい家庭を支援
第３子にエンゼル祝金を贈呈

　エンゼル祝金贈呈式は３月15日、役場応接室で行
われました。
　三上達也・亜矢夫妻＝横町＝の９月生まれの京佑
く
ん（第３子）、坂上栄吉・千枝夫妻＝港＝の11月生
まれのきらりちゃん(同）、星野淳也・美幸夫妻＝下泉沢
＝の11月生まれの未來ちゃん(同)の３人が対象です。
　贈呈式には３組の保護者と子どもが出席。小田村
長が「子どもが健やかに大きく育つことを願います」
と目録を手渡しました。

たつ　や あ　 や きょう　すけ

さか　うえ えい　きち ち　 え

じゅん　や み　ゆき

み　らい



小田祐士村長(右)から感謝状が贈られた中野ともさ
ん

「アルプスの羊飼いの娘」を澄んだ歌声で響かせ、
観客を魅了した大崎孝子さ

ん
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音楽の魅力を発信
「のだのカンタービレ」で楽しく芸術にふれる

　スプリングコンサート「のだのカンタービレLesson
４」は３月14日、村生涯学習センターで開かれました。
レベルの高い音楽を間近で聴けるとあって村民ら約
130人が集まりました。
　会場は、用意した席が足りなくなるほどの超満員。
岩手大学教育学部音楽コースの学生８人や管内ピアノ
教室の生徒23人は、歌やピアノ、マリンバ、ダンス、
ミュージカル、オペラなどの18曲を披露しました。
　主催した同大４年の大崎孝子さ

ん(22＝港、盛岡市在
住）と阿部一葉さ

ん(22＝門前小路､同)は、野田中出身
の同級生。大学で再会した２人がいっしょにできるこ
とを模索していたところ、「子どもたちに聴かせたい」
と音楽コースの仲間の協力で同コンサートを企画しま
した。
　大崎さ

んは「４年目を迎え、大人も聴きにきてくれる
ようになった。やり始めることが大事」と充実したま
なざしを見せました。「卒業すると定期開催は難しく
なるが、次回もぜひやりたい」と音楽の魅力を広げる
意欲を見せました。

食育の重要性を再認識
村食生活改善推進員協議会20周年記念式典

　野田村食生活改善推進員協議会20周年記念式典
は３月16日、国民宿舎えぼし荘で開かれ、村民ら
41人が参加しました。
　同会の中野とも会長が「おいしいね。楽しくて
面白かったという声が私たちの活動を励ましてく
れる。よりよい食生活を進めるためさらに努力し
ていきましょう」とあいさつ。
　表彰では、中野ともさ

ん、畑村タイさ
ん、熊谷八重さ

ん、
大澤マツ子さ

んに小田村長から感謝状が贈られまし
た。泉沢ヤエさ

んには、中野会長から表彰状が贈呈
されました。
　久慈保健所・佐藤日出夫所長の記念講話のあと、
小田代直子さ

ん＝宮古市出身＝の民謡ショーなどの
アトラクションが繰り広げられました。

たか　こ

かず　は



マスコットキャラクターや商業デザインなど
約120点が並ぶ作品展「桜庭昇の世界」

星川明宏副校長(右)に黄色い帽子などを手渡す
(左から)伊藤正分会長と中川幸子会長

地方自治の振興発展に貢献したとして表彰された
松川利雄代表監査委員
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黄色い帽子で安全むらづくり
野田小新１年生に交通安全グッズを贈呈

　村交通安全対策協議会(会長・小田祐士村長）、村
交通安全母の会(中川幸子会長)など村内の五つの団
体が、野田小の新１年生に安全で楽しい学校生活を
願い、黄色い帽子や傘、防犯ベルなど「地域安全七
つ道具」と称した交通安全グッズを贈りました。
　贈呈式は３月26日、同校校長室で行われ、関係団
体を代表し、村交通安全母の会の中川会長と県交通
安全協会の伊藤正野田分会長が星川明宏副校長に手
渡しました。

やわらかタッチ、手描きデザイン
グラフィック作品展「桜庭昇の世界」

　中新山のグラフィックデザイナー桜庭昇さ
ん(68)の作品

展「桜庭昇の世界」は３月15から25日まで、村生涯学
習センターで開かれました。
　桜庭さ

んはサケの稚魚をモチーフにした野田村のマス
コットキャラクター「のんちゃん」の作者。作品展では、
これまでに制作したのんちゃんのグッズや食品パッケー
ジなどの商業デザインをはじめ、約120点を展示。コン
ピュータの使用が主流の時代に、桜庭さんはすべて手
描きでデザインする独特の柔らかいタッチが持ち味です。
　これまでにも村内外で作品展を開催するなど、地域
住民へのＰＲ活動を続けています。

監査で地方自治振興に貢献
松川さんが県町村監査協から表彰

　岩手県町村監査委員協議会（松森恭一会長）主催
の町村監査功労者表彰式は２月26日、盛岡市の岩手
県自治会館で行われました。６年以上の在職監査委
員など６人が表彰されました。
　本村からは、松川利雄代表監査委員(73＝南浜)が
選ばれ、地方自治の振興発展に貢献したとして松森
会長から表彰状が贈られました。
　松川さんは、平成15年７月から本村の代表監査委
員を務めています。現在２期目です。

さち　こ
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学習コーナー涯

100杯以上食べた証の記念品を手に、ピースするジョージア(右)ら

　みなさん、こんにちは。
　暖かい春を迎え、あんなに積もった雪が溶けてと
てもうれしいです。３月には、岩手の英語指導助手
の友人と盛岡でわんこそばを食べました。私たちは
それぞれ100杯を目標に挑戦しました。私は、50
杯でおなかがいっぱいでしたが、記念品が欲しかっ
たので、がんばって食べ続けました。最後には、こ
れまでに感じたことがないほどの感覚に見舞われま
した。500杯食べた人がいると聞いて、どうやった
ら食べられるのかとても不思議です。
　小学校と中学校の卒業式に出席して、とても感心
しました。ニュージーランドには卒業式がなく、そ
の代わりに、高校を卒業する時に“最後の集会”が
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■問い合わせ　 村立図書館☎78・2938

LIBRARY ・『「叱らない」しつけ』
　　　　　　　　 親野智可等
　ほんの少し発想を変えて工
夫するだけで、良い方向に進
み始めることができるのです。
小学校教師歴23年の著者が、
自身の長年の子ども達との体
験の中から編み出した「しつけ」のヒントが満載さ
れています。

・『ぴよちゃんのかくれんぼ』
　　　　　　　 いりやま　さとし
　しっぽが見えているのは、
犬さん？猫さん？ページをめ
くる楽しさいっぱいのしかけ
絵本です。親子で遊ぶうちに、
子どもの心と言葉と想像力を
育みます。初めての読み聞かせに最適な一冊です。

■５月の『おはなし会』
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ
る読み聞かせの会を開催します。今回から、図書館
の中で絵本や紙芝居の読み聞かせをしますので、お
気軽にお越し下さい。
■日時　５月８日（土）13:30 ～
■場所　村立図書館内

■新刊紹介
・『横道世之介』
　　　　　　　　 吉田　修一
　大学進学のため、長崎の港
町から東京に出てきたばかり
の18歳の世之介。ちょっと
ずうずうしいけれど、頼まれ
ると断れないお人よし。なん
にもなかった。だけどなんだか楽しかった。風薫る
80年代青春群像小説です。

図書館だより

Georgia's  Life

生

あります。卒業生のおもしろい写真のスライドを見
たり、生徒が選んだ別れの曲を歌ったりします。
　中学校３年生のみんなに会えないのはさびしいけ
ど、小学校を卒業したみんなに中学校で会えるのを
楽しみにしています！
　歩いている私を見かけたら、ハローと声をかけて
くださいね。

４月１日からアジア民族造形館が冬期休館を終えてオープンしています。ぜひご来館ください。４月１日からアジア民族造形館が冬期休館を終えてオープンしています。ぜひご来館ください。
【開館時間】9【開館時間】9:00 ～ 1700 ～ 17:00　　【休館日】月曜日（祝祭日は、その翌日です）00　　【休館日】月曜日（祝祭日は、その翌日です）

４月１日からアジア民族造形館が冬期休館を終えてオープンしています。ぜひご来館ください。
【開館時間】9:00 ～ 17:00　　【休館日】月曜日（祝祭日は、その翌日です）

 アジア民族造形館 オープン！



学習コーナー涯

がんばる野田村がんばる野田村に730730万円万円
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　春の狂犬病予防注射と登録受付を左表の日程で行い
ます。生後91日以上の犬の飼主は、毎年１回、狂犬病
予防注射を受けさせることが法律で定められています。
愛犬のためにも忘れずに予防注射をしましょう。対象
地区以外でも受けることができます。
■実施日　５月20日（木）
■料　金　新規登録の犬　6,100円
　　　　　登録済みの犬　3,100円
■用意するもの　新規登録は印鑑が必要です。役場か
ら送られた「予防注射実施案内ハガキ」は必ずお持ち
下さい。
■問い合わせ　住民福祉課☎78･2927

・狂犬病予防注射は忘れずに必ず受けましょう。
　忘れて受けない犬も散見されます。犬を飼ったら必ず登
録し予防注射を接種し注射済票を受け取りましょう。
・放し飼いや紐を着けない散歩は絶対やめましょう。
　どんなに小さくかわいい犬でも、世の中には犬は怖くて
苦手という方もおります。
　犬が戯れたつもりでも、子どもを追いかけ恐怖心を与え
たり思わぬ事故を起こさないためにも犬の放し飼いや紐
を着けない散歩は絶対やめましょう。
　また、春先は犬猫の発情期につき、望まない犬猫を増や
さないためにもしっかりつないで飼いましょう。
・飼っている犬がいなくなったら
　すぐに役場か保健所に届けてください。捕獲した場合、
首輪の有無にかかわらず事故防止のため１週間程で処分
されます。
　　また、飼い犬が死んだら必ず役場に届けましょう。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

　
「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」、「
ふ

る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」
と
の
想
い
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る
制
度
で
す
。

　

出
身
地
に
限
ら
ず
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
た
め
、「
故
郷
へ
の
恩
返

し
」
や
「
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
」

と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
電
話
を
！

①
寄
附
の
申
し
込
み
は
村
役
場
で
受

け
付
け
ま
す
。
ま
ず
、
お
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ 

、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

②
村
か
ら
申
込
書
と
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。
申
込
書
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

③
申
込
書
を
村
役
場
に
提
出
し
て
下

さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

５
０
０
０
円
以
上
寄
附
さ
れ
た
人

に
、
村
特
産
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
課
（
☎
78
・
２
１
１

１
）
へ
。

寄
附
者
ご
芳
名
（
申
込
順
・
敬
称
略
）

　

片
山
武
臣
（
京
都
府
京
都
市
）、
坂

本
博
美
（
埼
玉
県
吉
川
市
）、
坂
本
悟

（
埼
玉
県
吉
川
市
）、
釘
嶋
達
郎
（
東

京
都
豊
島
区
）、
佐
藤
匡
宏
（
東
京
都

　

村
で
は
２
０
０
８
年
か
ら
「
が
ん
ば
る
の
だ
応
援
寄
附
金
」
と
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
度
は
１
２
６
人
か
ら
３
４
９

万
８
６
０
２
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
計
は
１
７
７

人
の
総
額
７
２
９
万
４
４
０
２
円
で
す
。

練
馬
区
）、
西
井
紀
文
（
福
島
県
い
わ

き
市
）、
中
村
勇
（
埼
玉
県
川
口
市
）、

加
藤
和
子
（
東
京
都
杉
並
区
）、
鳴
海

新
（
盛
岡
市
）、
堀
川
哲
朗
（
千
葉
県

鎌
ヶ
谷
市
）、
蓮
康
夫
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）、
宮
本
幸
夫
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）、
橋
本
康
宣
（
山
口
県
周
南
市
）、

原
島
義
夫
（
東
京
都
練
馬
区
）、
清
水

伸
二
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）、
生
島

敏
男
（
愛
知
県
小
牧
市
）、
湯
澤
勝
信

（
東
京
都
中
央
区
）、
清
水
眞
知
子
（
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
）、
吉
岡
透
（
広
島

県
安
芸
郡
）、
和
田
林
幹
央
（
愛
知
県

岡
崎
市
）、
羽
村
千
枝
子
（
東
京
都
羽

村
市
）、
桜
庭
昌
吾
（
埼
玉
県
入
間
市
）、

鍋
谷
俊
哉
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）、
内

田
光
彦
（
盛
岡
市
）、
内
田
涼
子
（
盛

岡
市
）、
桜
庭
昌
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、

宮
本
一
史
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

※
寄
附
者
の
氏
名
公
表
は
同
意
さ
れ

た
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ひも

たわむ

がんばる野田村に730万円 ～ふるさと納税に177人の寄附金～

寄附の目的別金額
①健康で生きがいをもって暮らせる
　福祉社会に関する事業　　　…16万円(13件)
②快適な環境と住みよいふるさとづくりに
　関する事業　 　　　　　　　…9万円(15件)
③豊かな心と文化を育む生涯学習に
　関する事業　 　 　　　　　 …9万円(13件)
④地域活力を創造する産業の振興に
　関する事業　 　　　　　　…8.6万円(15件)
⑤その他目的を達成するために村長が
　必要と認める事業　　　 …307.3万円(71件)
※金額は端数を処理しています。件数は、1人で
　複数の目的に対する寄附があります。

広報５月号は５月21日頃発行のため早目の案内になりますが、
時間をカレンダーなどに記録し、忘れずに接種しましょう。

実施場所
下明内公民館前
野田中学校入口正門
旧上明内公民館
大葛公民館前
種綿バス停付近
横合中央公民館前
間明公民館前
日形井バス停前
沢山バス停前
和野平バス停前
米田公民館付近
泉沢公民館前
南浜公民館前
旧漁協玉川支所前
根井公民館前
下安家公民館前
中沢バス停前
広内公民館前
港公民館前
新山公民館前
村田歯科医院向
野田分署前

対象地区
下明内
中平
上明内
大葛
種綿
横合全域
間明
日形井
沢山
和野平
米田
上・下泉沢
南浜
玉川・玉鉱
根井
下安家
中沢
広内
港・下新山
上・中新山
北区
上記以外の地区

日　　時
8:40～ 8:50
8:55～ 9:05
9:10～ 9:15
9:25～ 9:30
9:35～ 9:45
9:50～ 9:55
10:00～10:05
10:10～10:15
10:20～10:25
10:30～10:35
10:45～10:55
11:05～11:15
11:25～11:30
11:40～11:50
13:10～13:15
13:25～13:30
13:50～14:00
14:05～14:10
14:15～14:25
14:30～14:40
14:50～15:00
15:10～15:30

犬　の　注　射　日　程
月日

５　

月　

20　

日
（
木
）



　

４
月
１
日
か
ら
、
村
の
税
金
を

減
免
す
る
制
度
を
見
直
し
、
具
体

的
な
基
準
を
定
め
ま
し
た
。
左
表

に
あ
て
は
ま
る
人
は
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
人

は
、
提
出
書
類
の
確
認
の
た
め
、

14平成22（2010）年４月号　№445　広報のだ

村
税
が
減
免
で
き
ま
す※このほか、生活保護を受けている人や、公民館など公益使用する資産がある

　人、公益法人などに対する減免制度があります。
　【申請期間は納税通知書が発行された最初の納期限から７日前です】

地震・火事・水害などの災害で家財の被害があった

失業や病気などで昨年より収入が半分以上減った

病気などで仕事もできず、生活が厳しい

体に障害があるが、本人または介護者が車を運転している

　

村
で
は
３
月
、
未
納
と

な
っ
て
い
た
国
民
宿
舎
え

ぼ
し
荘
に
お
け
る
宿
泊
料

な
ど
の
債
権
を
放
棄
し
ま

し
た
。

　

債
権
は
、
平
成
14
年
12

月
か
ら
平
成
15
年
８
月
ま

で
の
宿
泊
料
な
ど
２
５
６

万
５
２
０
円
の
う
ち
１
４

５
万
９
２
２
０
円
。
債
務

者
と
再
三
再
四
面
会
し
、

支
払
い
の
確
約
は
取
り
付

け
た
も
の
の
最
後
ま
で
履

行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
も
、
債

務
者
が
昨
年
５
月
に
死
亡

し
た
た
め
、
野
田
村
議
会

の
議
決
を
い
た
だ
き
、
こ

電
話
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
☎
78
・
２
９
３
０

れ
に
係
る
債
権
を
放
棄
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
件
は
、
住
民
懇
談

会
な
ど
を
通
じ
て
村
民
の

皆
様
に
ご
説
明
申
し
上
げ
、

債
権
の
回
収
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
回

収
額
が
ご
く
わ
ず
か
と
い

う
大
変
残
念
で
深
刻
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
た
び
の

事
態
を
深
く
反
省
す
る
と

と
も
に
、
再
発
防
止
の
た

め
万
全
の
態
勢
を
と
り
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
情

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

野
田
村
長　

小
田
祐
士

１
４
６
万
円
を

　
　
　

債
権
放
棄

え
ぼ
し
荘
の
宿
泊
料

村税が減免になるときの具体例

村　　民　　税

国民健康保険税

軽 自 動 車 税

村　　民　　税

国民健康保険税

村　　民　　税

国民健康保険税

固 定 資 産 税

３割以上の被害があったとき、所得と被害により
所得割を３割から８割軽減

身体不自由、内臓機能障害・精神障害などにより、
身体障害者手帳などの交付を受けている方で、障
害の等級や程度に該当する場合免除

前年の所得と減少割合に応じて、所得割額を５割
から全額軽減

２割以上の被害があったとき、土地や家屋の被害
により４割から全額軽減

医療費を所得額の３分の１以上支払っているとき、
所得割額の５割から全額軽減

納付が著しく困難と認められる場合、所得割額の
３分の２以上を軽減
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アポイの樹風呼ぶまち
こ　かぜ

北
海
道
様
似
町
121121121121130

３人の新１年生と担任の先生

キッズセンター「りょうりにチャレンジ！」で子供たちと
（主催／村教育委員会）
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様
似
町
内
小
学
校
２
校
の
一
つ
で
、

今
年
度
末
で
閉
校
と
な
る
鵜
苫
小
学
校

で
、
入
学
式
が
４
月
７
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

３
人
の
新
１
年
生
は
、
保
護
者
や
在

校
生
19
人
の
拍
手
を
受
け
な
が
ら
入
場
。

最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
入

生
紹
介
の
場
面
で
は
、
担
任
の
先
生
が

一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ぶ
と
、
元
気
に
手

を
あ
げ
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

教
室
に
戻
っ
た
新
１
年
生
は
、
教
科

書
を
受
け
取
り
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
へ
。
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
、
期
待
を
膨

ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

◯シ
豆
し
ば
の
仲
間
は

　　
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
ね
!!

久
世
夢
姫
さ

ん

　
　
　
（
北
区
・
８
歳
）

友　好　町　村　だ　よ　り

最
後
の
入
学
式

　
　
　
　

〜
鵜
苫
小
学
校

◯シ
ち
ょ
う
ち
ょ
た
ち
が

　　
　
　

出
て
く
る
季
節
で
す
ね
。

う
ち
ざ
り
ょ
う
た
く

ん

　
　
　
　
　
（
門
前
小
路
・
３
歳
）

◯シ
春
の
日
差
し
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
！

　　
　

◯シ
雪
合
戦
か
な
!?

　　
　
　
　

た
の
し
い
よ
ね
！

う
ち
ざ
ゆ
う
き
く

ん

　
　
　
　
　
（
門
前
小
路
・
９
歳
）

◯シ
イ
ル
カ
と
一
緒
に
水
中
遊
泳
☆

　　
　 佐

藤
か
ん
な
さ

ん（
門
前
小
路
・
８
歳
）

◯シ
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
幸
せ
だ
♡

　　
　 道

上
ま
ど
か
さ

ん（
下
明
内
・
９
歳
）

打
座
千
尋
さ

ん（
門
前
小
路
・
10
歳
）

◯シ
乗
り
物
が
ス
キ

　　
　
　
　

な
の
か
な

く
せ
あ
ら
た
く

ん

　
　
　
（
北
区
・
４
歳
）

◯シ
悪
魔
が
悪
さ
を
し
た
の
か
な
!?

　　
　 明

内
遥
菜
さ

ん（
上
明
内
・
８
歳
）

◯シ
２
人
共
勝
負
を
つ
け
が
た
い
!!

　　
　 米

田
由
希
さ

ん（
下
明
内
・
10
歳
）

　

野
田
村
食
生
活
改
善
推
進
員
を
ご

存
じ
で
す
か
？
文
字
通
り
、
村
民
の

食
生
活
改
善
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
推
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

皆
さ
ん
で
す
が
、
通
称
「
食
改
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
、
女
性
ば
か
り
の

団
体
で
す
。
紫
の
エ
プ
ロ
ン
が
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
す
。

　

現
在
37
人
い
る
食
改
さ
ん
た
ち

は
、
毎
月
１
回
の
自
主
研
究
会
等
で

勉
強
を
重
ね
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
教
室
を
開
い
た
り
、
依
頼
が
あ

れ
ば
地
区
公
民
館
や
学
校
な
ど
に
出

向
い
た
り
し
て
、
料
理
の
指
導
や
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
発
足
は
平
成
元
年
４
月
１

日
。
20
年
を
超
え
る
地
道
な
活
動
が

徐
々
に
地
域
に
浸
透
し
、
近
年
で
は

学
校
や
子
供
会
行
事
に
も
声
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
皆
さ

ん
は
、
地
域
で
迎
え
る
皆
様
の
笑
顔

と
、
活
動
を
通
じ
た
喜
び
の
声
が
何

よ
り
の
は
げ
み
に
な
る
と
い
い
ま

す
。登
下
校
中
の
子
供
た
ち
か
ら「
食

改
さ
ん
、
ま
た
料
理
を
教
え
て
ね
」

な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

会
長
の
中
野
と
も
さ
ん
（
南
浜
）

は
、
何
よ
り
も
心
を
込
め
て
料
理
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
い

つ
も
子
供
た
ち
に
「
お
い
し
く
な
あ

れ
と
魔
法
を
か
け
る
と
い
い
ん
だ

よ
」
と
優
し
く
微
笑
む
姿
が
印
象
的

で
す
。

　

ま
だ
知
ら
な
い
と
い
う
方
も
、
紫

の
エ
プ
ロ
ン
姿
の
食
改
さ
ん
を
ぜ
ひ

覚
え
て
、
子
供
会
行
事
や
地
域
の
サ

ロ
ン
な
ど
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ね
。

食育だより

みみんんななのの声声

イイララスストトココ ナナーー ーー

野
田
村
食
生
活
改
善
推
進
員
の

　
　
　

活
動
を
紹
介
し
ま
す
！

パープル輝く

健康づくり
パープル輝く

健康づくり

（協議会キャッチフレーズ）

う　
と
ま



のの
だ
ん
ち
ゅ

だ
ん
ち
ゅ

―
お
仕
事
は

　

久
慈
市
の
ホ
ソ
タ
薬
局
で
事

務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
店

が
忙
し
い
と
き
は
接
客
も
し
て

い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
を
た
や

さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

フ
ァ
ミ
レ
ス
で
友
人
た
ち
と

す
ご
し
た
り
、
買
い
物
に
出
掛

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
自
慢
で
き
る
こ
と
は

　

書
道
で
す
。
５
段
の
上
の
「
準

優
待
生
」
と
い
う
段
位
を
持
っ

て
い
ま
す
。好
き
な
漢
字
は「
優
」

で
す
。

　

あ
と
、
栄
養
士
の
資
格
も
持

っ
て
い
ま
す
。

―
得
意
料
理
は　

　

肉
じ
ゃ
が
の
よ
う
な
煮
物
が

得
意
で
す
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は　

　

朝
が
苦
手
な
こ
と
で
す
。
い
つ

も
30
分
ぐ
ら
い
二
度
寝
し
て
い

ま
す
。

―
飼
っ
て
い
る
も
の
は　

　

犬
の
チ
ビ
で
す
。
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―
自
分
の
性
格
は　

　

の
ん
び
り
と
か
、
お
お
ざ
っ
ぱ
、

マ
イ
ペ
ー
ス
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

―
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
は

　

フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ

ル
と
い
う
お
城
で
す
。

―
目
標
は

　

な
ん
で
も
仕
事
を
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
特
に

接
客
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は　

　

や
さ
し
く
て
誠
実
な
人
で
す
。

―
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は　

　

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
の

ん
び
り
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

書
道
が
得
意
!!

岩
﨑　
裕
利
佳
さ
ん

　
　
　

―
21
歳
・
玉
川
―

ゆ　

り　

か

の
だ
ん
ち
ゅ野

田
人

Ｎ
О
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

「のだ塩ソフト」が
　　 ５人に当たる！

たんけんクイズ
　先月号の当選者は、打座千尋さ

ん（門前小路）、うちざゆうきく
ん（同）、

米田由希さ
ん（下明内）、道上まどかさ

ん（同）、明内遥菜さ
ん（上明内）です。

おめでとうございます。締め切りは守ってネ♡

◎
ク
イ
ズ
で
す

問
題

　

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
店
内

に
入
り
、
３
つ
の
文
字
を
探
し

並
べ
替
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

言
葉
は
？

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住

所
、
地
区
名
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８ー

８
２
０
１

　

野
田
村
大
字
野
田
20ー

14

　

広
報
の
だ
係
ま
で
。

（
５
月
６
日
締
め
切
り
）

※

イ
ラ
ス
ト
な
ど
自
由
に
お
書

　

き
く
だ
さ
い
。

ひなたちゃん
　　　   （下安家）
橋場大輔さ

ん・淳子さ
ん　長女

パパ・ママより

優しい子に育ってね♡

莉緒菜ちゃん
　　　　   （中沢）
坂上奈津美さ

ん　長女
ママより

早く歩けるようになって、ママと

一緒にいっぱいお散歩しようね♡

遥馬くん
（旭町）

米田敬さ
ん・恵さ

ん　次男
パパ・ママより

お兄ちゃんとずっと　　　　　

仲良しでいて元気に育ってね♡

平成22（2010）年４月号　№445　広報のだ

はる　ま

仁胤くん
（中平）

中村辰徳さ
ん・優子さ

ん　長男
お父さん・お母さんより

大きくなって早くお姉ちゃんと

遊べるようになろうネ♡

じ　ん

り　お　な

なたちゃん

馬くん
旭町）
次男
より

ね♡

ひな
　　
橋場
パパ

優し

ひな

胤くん
中平）
長男
んより

んと

ネ♡

!!

「のだ塩たんけんクイズ

莉緒菜ちゃ
　　　　   （中
坂上奈津美さ

ん

ママより

早く歩けるよ

一緒にいっぱ

り　お　な
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〜
テ
ー
マ「
卯
月
」〜

短　

歌

惜
し
ま
れ
し
人
ゆ
き
し
と
も
村
民
歌

　
　
　
　
　

澄
め
る
調
べ
に
今
日
も
聞
き
い
つ　
　
　

古
山　

静
香

会
の
友
よ
ろ
こ
び
悲
し
み
綴
り
き
て

　
　
　
　
　

巡
り
来
し
半
世
紀
「
今
」
閉
じ
ぬ　
　
　
　
　

〃

雪
わ
り
草
ク
ロ
ッ
カ
ス
桜
草

　
　
　
　
　

小
庭
の
春
は
日
ご
と
拡
が
り　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

俳　

句

朝
寒
む
や
春
つ
ぐ
鳥
の
声
聞
か
ず　
　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

ど
の
組
も
三
人
連
れ
の
海
苔
搔
女　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勲

独
合
点
の
釈
然
と
せ
ぬ
余
寒
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

水
車
古
り
励
ま
し
て
ゐ
る
雪
解
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

榛
の
花
荼
毘
の
け
む
り
の
天
に
消
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

一
群
の
ネ
オ
ン
も
春
の
闇
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

川　

柳

あ
あ
四
月
三
日
坊
主
は
許
す
ま
い　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

好
物
を
薬
の
ご
と
く
数
え
噛
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

お
休
み
処
よ
り
ど
こ
ろ
投
稿
箱
よ
り

ひ
な
壇
の
八
段
飾
り
人
集
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ん
ち
ゃ
ん

図
書
館
投
稿
箱
よ
り

あ
い
さ
つ
で
す
ぐ
に
な
か
よ
く
な
れ
る
か
な　
　
　
　

道
上
ま
ど
か

春
の
季
節
と
て
も
あ
た
た
か
う
れ
し
い
日　
　
　
　
　

下
川　

菜
々

お
日
さ
ま
は
い
つ
も
ぽ
か
ぽ
か
あ
っ
た
か
い　
　
　
　

佐
藤
か
ん
な

　

野
田
村
文
芸
同
好
会
は
今
月
を
も
っ
て
掲
載
を
閉
じ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
ご
愛
読
し
て
い
た
だ
き
、
同
好
会
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し

　

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

古
山　

シ
ツ
エ

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸
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の　

り　

か
き　

め

ひ
と
り

が　

て
ん

よ　

か
ん

ゆ
き　

げ　

み
ず

は
ん

だ　

び

ひ
と　
む
ら

この春異動で着任された校長先生と駐在員を紹介します。
①前任地　②出身地　③年齢　④趣味　⑤抱負

　小学校長    高 橋 啓 司
①岩泉町立有芸小中学校
②奥州市
③55歳
④アユ釣り
⑤一人ひとりの個性を大事にし、
野田の自然や地域の人を活
かした教育を進めるよう頑張
ります。

　駐在所長    高 橋 孝 昭
①紫波警察署
②滝沢村　　
③54歳　　　
④海の近くに来たので釣りに挑
　戦したいです。　
⑤地域住民が安全で安心して暮
　らせるよう精一杯頑張ります。

ようこそ！ 野田村へ

　村・消防団・婦人消防協力隊では、災害に
強い地域づくりをすすめるため、「婦人消防
協力隊員」を募集します。
対象者
○野田村内に居住、または勤務している女性
　（年齢制限はありません）
活動内容
○災害時の避難者や被災者などに対する炊き
　出し
○地震津波避難訓練
○消防団特別点検、消防出初め式
○防火知識やケガに対する応急処置方法の研
　修会
※活動に対し、出動手当が支給されます。
　（１回1800円）
　また、ケガや事故に対する保険や福祉共済
制度があります。
　全ての活動に参加できなくても構いません
ので、お気軽にお申込み下さい。
■問い合わせ　総務課☎78･2111

婦人消防協力隊員を　
　　　　　募集します



地区の仲間で料理教室

寄せ植え講習会で色とりどり

認知症の理解を深める寸劇あり

赤十字奉仕団員を募集

　草花の緑が鮮やかな今日このごろ、
「そろそろ草取りしなければ！」「家の
庭に何を植えようか？」など気持ちが
高まってきますね！
　野田村では、65歳以上の人を対象
として、10年先も達者に暮らせるよう
様々な保健事業を実施していきます。
そのためにはあなたの生活の様子を
把握する必要があるため、このたび
対象者に「基本チェックリスト」を配
布しますので、ご協力をお願いします。
　ご不明な点は担当にご連絡ください。
■問い合わせ
　住民福祉課☎78･2927

　赤十字の精神「博愛人道」で、明
るく住みよい地域づくりの活動をし
ませんか。
【募集対象】18歳以上の健康な人
【主な活動】被災者支援、救命講習、
福祉施設への慰問、高齢者支援など
【応募先】野田村赤十字奉仕団事務
局（役場住民福祉課）

このコーナーは、高齢者の生活に関連

する制度や事業などを紹介します。

住民福祉課 ☎78･2927

在
宅
で
の
事
業
利
用

あなたも介護予防
お達者道場日誌
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㉕お達者コーナーお達者コーナー
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村
内
で
利
用
で
き
る
高
齢
者

な
ど
に
関
す
る
事
業
・
制
度
を

紹
介
し
ま
す
。

①
生
き
が
い
活
動
支
援

　
　
　
　
　
　
　

通
所
事
業

【
対
象
】
介
護
認
定
で
非
該
当

と
な
っ
た
人

【
内
容
】
週
１
回
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
入

浴
支
援
や
体
の
機
能
訓
練
、
趣

味
創
作
な
ど
の
生
き
が
い
づ
く

り
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
料
金
】
１
回
４
０
０
円
（
食

事
は
実
費
）

②「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

【
対
象
】
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

又
は
高
齢
者
世
帯

【
内
容
】
食
生
活
の
支
援
と
生

活
の
様
子
を
伺
う
た
め
、
２
週

間
に
１
回
、
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
「
の
ん
ち
ゃ
ん
弁
当
」
を

配
達
し
ま
す
。

【
料
金
】
１
食
３
０
０
円

③
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

【
対
象
】
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
で
住

民
税
非
課
税
の
世
帯

【
内
容
】

・
電
磁
調
理
器
、
自
動
消
化
器

　

購
入
の
助
成
…
…
…
2
万
円

　

以
内
（
各
1
基
を
限
度
）

・
火
災
警
報
器
…
…
…
1
基
5

　

千
円
以
内
で
2
基
ま
で

④
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業

【
対
象
】
一
人
暮
ら
し
な
ど
で

日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
高
齢

者【
内
容
】
電
話
回
線
に
装
置
を

取
り
付
け
、
緊
急
時
に
ボ
タ
ン

を
押
す
と
、
通
報
セ
ン
タ
ー
へ

つ
な
が
る
装
置
を
村
が
貸
与
し

ま
す
。
通
報
を
受
け
た
セ
ン
タ

ー
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
救

急
車
に
通
報
し
た
り
、
協
力
員

に
連
絡
を
と
っ
た
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課

　
　

☎
78
・
２
９
２
７

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
78
・
２
９
６
３

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
78
・
３
３
１
０



カメラが気になる？
（同）

先生といっしょに歌おう♪
（同）

なかよく下校
（4/8）

■講習時間　9:00～16:00
■問い合わせ　久慈職業能力開発セ
ンター☎53･6261

介護支援相談員実施研修受講試験支援講座
■日時　８月21日(土)～22日(日)
　　　　9:00～18:00
■会場　岩手県自治会館
■対象者
・介護支援専門員実務研修受講試験
　の対象者で受講を希望する者
・介護支援専門員の仕事や役割、介
　護保険制度等について理解を深め
　たい者
■受講料　15,000円
■問い合わせ　岩手県高齢者福祉生
活協同組合☎019･653･5830

県職員の採用試験
■県職員採用Ⅰ種試験
【受付期間】
　５月６日(木)～５月31日(月)
【一次試験】６月27日(日)
【受験資格】①S53.4.2～H1.4.1生ま
れの者(学歴不問）②H1.4.2以降生
まれで大学卒業等の者
【試験地】滝沢村、東京都
■警察官Ａ採用試験
【受付期間】県職員Ⅰ種と同じ
【一次試験】７月11日（日）
【受験資格】S52.4.2以降生まれで
大学卒業(見込み)等の者
【試験地】盛岡市
■問い合わせ　岩手県人事委員会事
務局☎019･629･6241

｢ふるさと巨樹･名木観察会｣参加者募集
■開催日時　５月23日(日)

　　　　　　9:00～16:00
■集合場所　久慈駅前　8:50集合
■開催場所　久慈市、洋野町、野田
村地内の巨樹・名木の観察
■参加料　無料（昼食は各自持参）
■定員　40名（先着順）
■講師　ＮＨＫ文化センター講師並
びに樹木医　高村尚武氏
■申込方法　５月12日(水)までに、
往復ハガキに住所、氏名、年齢、職
業、電話番号を明記のうえ(社)岩手
県緑化推進委員会へ申込み
■問い合わせ　(社)岩手県緑化推進
委員会☎019･625･0310

国家公務員を募集
　人事院は、高校卒業程度を対象に
国家公務員Ⅲ種を募集します。
■受付期間
　６月22日(火)～６月29日(火)
　（受付最終日の通信日付印有効）

20

キラッとのだとのだキラッとのだ

ちょっと

　 寄り
道

ツバキ…ツバキ科ツバキ属。ツバキには、
ゴルフボール程の大きさの実がつきます。
よく言われているツバキ油とは、実の中に
ある種子を絞った油。開花は冬～春。

■第１次試験日　９月５日(日）
■問い合わせ
　人事院東北事務局第二課試験係☎
022･221･2022
　人事院ホームページ  http://www.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

陸・海・空自衛官募集
■募集種目　一般・技術幹部候補生
■応募資格　平成23年４月１日現在、
22歳以上26歳未満の者
■試験種目　
　筆記試験　一般教養（択一式）
　　　　　　専門（択一式･記述式)
　※大学教養課程修了程度
■受付期間
　４月１日(木)～５月10日(月)
■試験日　５月15日(土)
■試験場所　岩手共済ビル（予定）
■問い合わせ
　自衛隊久慈連絡所☎53・5419

平成22（2010）年４月号　№445　広報のだ

　平成22年４月１日から次世代の社会を担う子どもの健やかな成長を支
援するため、「子ども手当」を支給します。
　対象者は、中学校修了前までの子どもを養育している人です。支給額は、
月額１万３千円です。所得要件等により児童手当が受給できなかった人
も受給対象者となります。
　平成22年３月31日現在、児童手当の受給者は申請の必要はありません。
ただし、同受給者で現在中学校２･３年生の子どもを養育している人は額
改定認定請求が必要です。
　新たに受給対象となる人、または額改定が必要な受給者には後ほど申
請案内いたします。
　申請の受け付けは、平成22年９月30日までです。この受け付け分に限
り平成22年４月分から支給します。
　支払月は従前の児童手当と同じく６月･10月･２月です。
■問い合わせ　住民福祉課☎78･2927

「子ども手当」を支給します



きれいな歌声が響きました！
（3/14  のだのカンタービレ）

涙の卒業式
（3/19  野田小学校卒業式）

イチゴの首飾りをもらったよ
（4/3  野田村保育所入所式）

「米村でんじろう サイエンスショー」
　東北電力では、化学実験を通じて
環境やエネルギーの関心・知識を高
めてもらうため、「米村でんじろう
サイエンスショー」を開催します。
■日時　６月６日（日）
　　　　　　13:00開場 14:00開演
■場所　アンバーホール
■募集対象
　野田村の小学生及び保護者
■参加費　無料
■応募方法　野田小学校に配布する
案内チラシに印刷の専用ハガキもし
くは官製ハガキ、メールでの応募
【官製ハガキ、メールへの特記事項】
①代表者の名前(ふりがな)②郵便番
号③住所④電話番号⑤年齢⑥性別⑦
申込みする全員の名前(ふりがな)、
年齢、性別
【応募先】〒020-0871 岩手県盛岡市
中ノ橋通一丁目4番22号中ノ橋106
ビル 10F ㈱アサツーディ・ケイ北
東北支局内「サイエンスショー」係
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★お誕生おめでとう
　　根　井　絢　菜（啓光・美加）　北　区
　　小野寺　向日葵（清貴・珠貴）　横　町

♡いつまでもお幸せに
　　小野寺　　　潤　　　　　　 下明内
　　高　橋　文　子　　　　　　 旭　町
　　大　沢　　　智　　　　　　 下明内
　　村　田　奈々子　　　　　　 久慈市
　　安　藤　　　諒　　　　　　 下新山
　　鎌　田　栄　子　　　　　　 花巻市
　　新　山　勝　彦　　　　　　 北　区
　　下　川　光　代　　　　　　 北　区

■ご冥福を祈ります
　　門　間　清次郎（　90）　　　 上新山
　　田　中　ヨ　ノ（　85）　　　 下新山
　　下　畑　チ　ヨ（105）　　　 日形井
　　五　林　ト　ミ（　84）　　 前田小路
　　北　田　源次郎（　89）　　 門前小路

人の動き
　　　男　　２,３８８　人 　（－ 7）
　　　女　　２,４９６　人 　（－ 7）
　　　計　　４,８８４　人 　（－14）
　　世帯数　１,６８４世帯（＋ 1）
　　○村内の交通事故　人身事故　１件
　　　　　　　　　　　物損事故　２件
　　○救急車出動件数　　　　　　16件
　　　　　　　　　　（うち村外　８件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成19年８月からの累計１人）

交通死亡事故ゼロ継続中
　　　　　５８９日（３月末現在）

ほっとひといき
　４月から広報を担当することになりました
島川と申します。写真をうまく撮れず、何度
も撮り直しをさせてしまうことが多いのです
が、いい笑顔をカメラに向けていただけると
助かります。この１年間頑張りますのでよろ
しくお願いします。

【メールアドレス】denjiro@adk. jp
【申込み締切】 ５月17日(月)必着
■問い合わせ　㈱アサツーディ･ケイ
北東北支局☎019･626･3150

危険物取扱者試験
■受付期間
　５月６日(木)～14日(金)
■試験日　７月３日(土)
■場所　久慈市防災センター
■願書
　久慈広域連合消防本部で配布
■問い合わせ
　(財)消防試験研究センター岩手県
支部☎019･654･7006

能 力 開 発 研 修
　

ひまわり

あや　　　な

　交通事故にあわれた方のご相談に専門の相談員が応じ
ます。
■相　談　日　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　9:00～12:00、13:00～17:00
■弁護士相談　毎月第２･４水曜日 13:00～16:00  ※要予約
■問い合わせ　盛岡自動車保険請求相談センター
　　　　　　　☎019･651･4495  http://www.sonpo.or.jp

交通事故無料相談

のだスナップ集

４/28

５/６

５/６

５/12

申込期限

電子納品講習
第二種電気工事士
筆記試験受験準備講習
ガーデニング基礎
建築大工入門
（プランター製作）

研修内容月　日

（
（
（
（

平成22（2010）年４月号　№445　広報のだ

年金です

　　　　　平成21年４月より国民年金・厚生年金の現役加入者全員の皆さまに
「ねんきん定期便」を、毎年あなたの誕生月にお送りしています。あなたご自身
の大事な年金記録ですので改めてご確認をお願いします。
　「ねんきん定期便」では、これまでの年金加入期間と年金加入履歴、加入実績
に応じた年金見込み額、これまでの年金保険料の納付状況などをお知らせします。
　「ねんきん定期便」により年金記録をご確認いただき、年金記録に「漏れ」や「誤
り」があった場合には、同封の回答票にてご回答をお願いします。
　みなさまの大切な年金記録を正しいものにするため、「年金定期便」による年
金記録のご確認をお願いします。
■問い合わせ　ねんきん定期便専用ダイヤル　☎0570･058･555
　　　　　　　二戸年金事務所☎0195･23･4111、役場住民福祉課☎78･2928

もう一度ご確認ください  ねんきん定期便

3月受け付け分
（敬称略）

５/12～13

５/17～19

５/19～20

５/26～27

似顔絵作家･揮毫士
絵師・デザイナー桜庭 昇のだ村

☎78・4096

村の学習センターでの「作品展」も村の学習センターでの「作品展」も
好評のうちに楽日を迎えました。好評のうちに楽日を迎えました。
同時に講演もあればというご意見もあり、同時に講演もあればというご意見もあり、
次回は実行したいと心強く思っています。次回は実行したいと心強く思っています。
ありがとうございました。ありがとうございました。

●お聞きしたい事がございましたら●お聞きしたい事がございましたら
　電話・FAXなどでお気軽にお寄せ下さい。　電話・FAXなどでお気軽にお寄せ下さい。

村の学習センターでの「作品展」も
好評のうちに楽日を迎えました。
同時に講演もあればというご意見もあり、
次回は実行したいと心強く思っています。
ありがとうございました。

●お聞きしたい事がございましたら
　電話・FAXなどでお気軽にお寄せ下さい。

戸籍の窓口
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＜作り方＞
①大根はスライサーで薄い半月
切りにし、冷水にさらしてパ
リッとさせる。カイワレは
1/2に切る。

②大根の水気を切り、カイワレ
とざっくり混ぜて器に盛る。

③ａの材料を混ぜてドレッシン
グを作り、②にかける。

※ドレッシングは多めの分量で
　す。好みで調節してください。

●  材　料  ●（４人分）

　

13
日
、
下
安
家
地
区
の
安
家
川

下
流
に
お
い
て「
鮭
稚
魚
放
流
会
」

が
行
わ
れ
、
野
田
小
学
校
（
高
橋

啓
司
校
長
、
児
童
２
０
６
名
）
の

２
年
生
36
名
が
40
万
尾
の
サ
ケ
の

赤
ち
ゃ
ん
を
放
流
し
ま
し
た
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子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
泳
ぐ
約

５
セ
ン
チ
の
稚
魚
を
の
ぞ
き
込
み

な
が
ら「
元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。

　

下
安
家
漁
協
（
島
川
良
彦
組
合

長
）は
同
河
川
に
、今
年
４
３
３
０

万
尾
を
放
流
す
る
見
込
み
で
す
。

　

稚
魚
は
約
４
年
間
海
で
過
ご
し

た
後
、
再
び
安
家
川
に
戻
っ
て
き

ま
す
。

■ 

撮
影
日　

平
成
22
年
４
月
13
日

■ 

撮
影
地　

安
家
川
下
流

　　
鮭
の
稚
魚
放
流
会

野 田 村 食 生 活 推 進 員 協 議 会

私たちがお手伝いしています。

大根 　 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 500ｇ
カイワレ（又は水菜）
　　　 ‥‥‥‥‥‥‥ １パック
　　すりゴマ(白) 1/2カップ
　　みそ ‥‥‥‥‥‥‥ 100ｇ

ａ　砂糖 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 60ｇ
　　みりん‥‥‥‥ 1/2カップ
　  （沸騰させて冷ます）
　　酢 ‥‥‥‥‥‥ 1/4カップ
※このドレッシングは色々な野
　菜に合うのでおすすめです。

⎫
⎬
⎭

・・

大根サラダ
　（ゴマみそ添え）


